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0. はじめに
　預言研究家ティム・ラヘイとジェリー・ジェンキンズによる小説『レフト・
ビハインド』は、1995 年にアメリカで第 1巻が発行された後、全 16 巻が出
版され、シリーズ全体での売り上げは 6千 5百万部を超えるなど 1）、商業的に
大成功を収めている。『トリビュレーション・フォース』と題されている同シ
リーズ第 2巻では、ツィヨン・ベン・ユダという人物が登場する。彼はユダ
ヤ教のラビなのだが、聖書をくまなく吟味し、旧約聖書で預言されているメシ
アとはイエスであるとの結論に達する。ベン・ユダはイエス・キリストによる
救いに関する記事を次々と書き上げ、インターネット上で発信する。その記事
を読んだ多くの人々がイエス・キリストの福音を受け入れ、その中にはユダヤ
教徒からの回心者も数多く含まれていた 2）。
　対立と憎悪しか見られないキリスト教とユダヤ人との歴史に慣れている者に
とっては、ユダヤ教ラビがイエス・キリストを信じたり、そのラビの教えに従
ってキリストの福音を信じるユダヤ人が続出したりするというストーリーは、
一見突拍子のないものに見える。しかしながら近年、イエス（ヘブライ語では
イェシュア）をメシアとして信じるユダヤ人は増えており、その事実が、『レ
フト・ビハインド』に見られる＜イエスをメシアとして受け入れたユダヤ教の
ラビ＞という設定に説得力を与えているかのように思われる。
　出自がユダヤ人でありながらイエスをメシアとして受け入れている人々はし
ばしばメシアニック・ジューと呼ばれる。しかしながら、『レフト・ビハインド』
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の描写だけを以てメシアニック・ジューたちを理解しようとすると、彼らを取
り巻く運動全体を見誤る可能性がある。
　例えば、『レフト・ビハインド』がベースとしているのはディスペンセーシ
ョン系千年期前再臨説というキリスト教終末思想の一種であり、＜ユダヤ人た
ちによる福音の受け入れ＞という設定も、この思想的枠組みの中で描かれてい
る 3）。しかしながら、メシアニック・ジューたちが支持する千年王国のシナリ
オには幅があり、『レフト・ビハインド』で描かれている千年王国のそれを皆
が支持しているとは限らない。実際、19 世紀から 20 世紀にかけて広まった
ディスペンセーション主義のせいで、メシアニック・ジューたちの信仰の高ま
りが妨げられたと指摘する声もある 4）	。
　本小論では、勢いを増しつつあるメシアニック・ジューたちを巡る運動につ
いて、いくつかの論点を列挙し、＜覚書＞の範囲内で、現在のメシアニック運
動の輪郭を描くことをその目的とする。
　なお、本小論で引用する聖書聖句は、断りのない限り新共同訳聖書からのも
のである。
1. メシアニック・ジューに関する概要
1.1 さまざまな呼称
　メシアニック・ジューという呼称は、0. はじめにの箇所でも触れたとおり、
＜出自がユダヤ人でありながらイエスをメシアとして受け入れている人々のこ
と＞を指して用いられる。ユダヤ人にイエスを受け入れさせようと試みること、
また、実際にイエスをメシアとして信じるようになったユダヤ人はこれまでに
いなかったわけではない。近年メシアニック・ジューと呼ばれる人々を取り巻
く運動が特異なのは、彼らがユダヤ人としてのアイデンティティを保ちながら、
すなわち、食物規程（コシェル）を遵守したり、ユダヤの例祭を執り行ったり
など、ヘブライ文化の枠組みの中に留まりつつ、イエスをメシアとして受け入
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れているという事実である。
　彼らはイエスではなくイェシュア、キリストではなくメシア、旧約聖書では
なくタナッハというように、ヘブライ表現を用いることを好み、また、新約聖
書をヘブライ的に解釈しようと努めるといった特徴が見られる。
　ただし、メシアニック・ジューだと自認する人々が皆一様なユダヤ色を出し
つつイェシュア（イエス）を礼拝しているわけではないし、また、彼らに対す
る呼称自体も未だ定まっていないのが実情である。ローザンヌ世界伝道フォー
ラム特別報告No.60『ユダヤ人伝道―教会への召命―』（以下『ユダヤ人伝道
―教会への召命―』と記す）は、一連のメシアニック・ジューに関する運動と
その歴史を簡潔にまとめたものであるが、同著 pp.50	-	51 では呼称の問題に
触れ、メシアニック・ジューが最も一般的な呼称であるとしつつも、＜ジュー
ズ・フォア・ジーザス＞や＜ヘブル人クリスチャン＞などの呼び名も存在する
ことを認めている。ジューズ・フォア・ジーザスは、「イエスを信じるユダヤ
人全てに広くあてはめることができ」5）る呼称であり、ヘブル人クリスチャン
とは「主流派の教会で礼拝する人々を指」6）すが、「もっと広い意味でも使われ」
7）る場合があると説明されている。その他の呼び名としては、＜ユダヤ人クリ
スチャン＞、＜イエスを信じるユダヤ人＞、＜ユダヤ人の信者＞、＜イェシュ
アを信じるユダヤ人＞などがあるとしている。
　他方、イエスをキリストであると告白しない所謂ユダヤ人であっても、メシ
ア（それが誰かは別として）の来臨を待ち望んでいるという点で、ユダヤ人は
皆＜メシアニック＞なのではないか、という疑問や、＜メシアニック・ジュー
＞と言う場合、それが「宗教的熱意に鼓舞されてシオニズムの政治的支持者と
なった人々を言い表す」8）こともあるという事態が存在するため、呼称に関し
ての議論が複雑になっていることが同報告書では指摘されている。本小論では
＜イエスをメシアとして受け入れているユダヤ人＞を指す場合、＜メシアニッ
ク・ジュー＞という呼称を用いることとする。
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　メシアニック・ジューの人数は『ユダヤ人伝道―教会への召命―』p.36 に
よれば、正確なことはわからないという。同箇所には世界中で 5	～ 9 万人と
いう数字が示されている。いずれにせよ、その数が増えているのは事実で、例
えば阿部正紀著『メシアニック入門』p.143 では、『リバイバル新聞』1998 年
5 月 24 日付で報じられた正統派ラビであるダニエル・ラビンの次のような言
葉を紹介している。
　何千年も敵であった教会が、わずか三〇年ほど前から、突然、ユダヤ人
を暖かく愛し、迎えてくれる時代になったのです。その結果、メシアニック・
ジューという新しい群れが生れました。これはユダヤ人にとって、ホロコ
ーストに次ぐ大事件です。・・・今、ユダヤ人の青年たちは、わたしたち
の「トーラーに戻れ」という言には耳を貸さず、「イエスはキリストである」
というメシアニック・ジューたちの呼びかけに殺到しています。
　（省略は『メシアニック入門』引用のまま）
　また、メシアニック・ジューであるヨセフ・シュラムによる『隠された宝』
監訳を手がけた石井田直二は、同著解説 p.181 の中で、イスラエル建国直後
の同国在住メシアニック・ジューは数十人に過ぎなかったが、2009 年現在そ
の数は 1～ 2万人だと述べている。
　メシアニック・ジューは、ユダヤ人全体から見れば未だマイノリティの存在
ではあるが、数の伸びに比例するかのように、ユダヤ人にイエスがキリストで
あることを伝道する働きに対抗するグループ、メシアニック・ジューたちが所
謂反宣教団体と呼ぶ団体が結成されているという。『ユダヤ人伝道―教会への
召命―』p.42 では、イスラエルのヤド・ラーヒム、旧ソ連のマーゲン・リーグ、
北米のジューズ・フォア・ジュダイズムが、ユダヤ人伝道反対を唯一の目的と
して結成された団体として紹介されている。
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1.2 メシアニック・ジューの歴史
　新約聖書に登場するイエスはユダヤ人として生れたし、弟子たちは皆ユダヤ
人であった。イエスのこの世での死後、福音伝道に携わり、多くの書簡を残し
ているパウロもユダヤ人である。もともと新約聖書のほとんどは、ユダヤ性を
保ちつつキリストの福音を信じる使徒たちを描き、あるいは、彼らによって書
かれた（少なくとも書かれたと信じられている）ものである。異邦人たちもそ
こには登場するものの、中心となって動いているのはユダヤ人たちである。し
かしながら、＜イエスをキリストとして信じるユダヤ人＞という存在が 21 世
紀の我々の目に奇異に映るのは、キリスト教徒とユダヤ教徒との確執が 2000
年近くに渡って続き、それがほぼ常態となっているためであると考えられる。
　劣等だと考えられていたユダヤ性を捨ててキリスト教社会へ＜同化＞すると
いうのではなく、＜イエスをキリストとして信じるユダヤ人＞が肯定的な社会
的認知を得るようになるのは、17 世紀になってキリスト教界の中に敬虔派・
福音派の運動が起こってからである。『ユダヤ人伝道―教会への召命―』p.35
によれば、この頃になると、ユダヤ人たちに対する迫害を悔い改め、ユダヤ人
を福音へと導くにあたり、キリスト者としてどのように働くべきなのかと自ら
に問いかける人々が現れるようになったという。彼らは特に東欧ユダヤ人に対
する宣教に携わる者となったようである。続いて同箇所では、19 世紀にはイ
ギリスと北米で福音的覚醒運動が広まり、その運動の結果の一つとして、ユダ
ヤ人宣教団体が結成されたこと、その後ユダヤ人のアイデンティティを保った
ままイエスをキリストとして受け入れる人々が増え、20 世紀後半には、メシ
アニック・ジューたちが新約聖書を髣髴とさせるが如く伝道に携わるまでに至
った過程が記されている。
　このような記述を読むと、福音主義キリスト教徒たちによるイスラエル／ユダ
ヤ人支援 9）に関わる情報と相まって、メシアニック・ジューたちは、福音主義者・
敬虔主義者たちによる熱心な伝道活動の只中から生れてきたものであると結論
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づけてしまいそうである。もちろん、福音主義者たちによる働きかけの中でイ
エス・キリストを信じた人々もいるのは事実である。しかしながらその一方で、
メシアニック・ジューたちの証言ビデオなどを見ると、彼ら全てがそのような
流れの中でイエスの福音を受け入れたわけではないことを確認することができ
る。また、本小論でも後の章で触れるように、彼らの聖書釈義や生活スタイル
に見られるユダヤ性には、所謂福音主義的キリスト教にはない独特な色合いが
あり、メシアニック・ジューたちを、通常言われているところの福音主義運動
の枠組みに入れ込んで理解しようとすると、全体像が見えなくなるのではない
かと懸念される。
2. メシアニック・ジューたちとキリスト者たち
　日本における、メシアニック・ジュー支援団体の一つに、シオンとの架け橋
がある。同団体は、中田重治の教えを受けた村岡太三郎によって設立された聖
書研究会により運営されている。中田は、イスラエル建国以前より既にイスラ
エルのために祈りを始めたという点で、同国に対して祈る日本人キリスト者と
いう点では先駆けともいえる存在である。中田に対する言及も含め、シオンと
の架け橋は、日本におけるイスラエルへの祈りの歴史をDVDとして製作し、『イ
スラエルへの祈り―時を越えて』の題名を付して配布している。
　また、シオンとの架け橋スタッフは、メシアニック・ジューの証しも映像と
して記録しているが、こちらはDVDによる配布は行っていない。『シオンと
の架け橋ニュースレター』第 23 号 p.2 には、「反宣教団体などの迫害者に利
用される恐れがあるため、DVDやインターネットでは配布せず、上映会のみ
で使用するという条件の下に、各証言者から撮影の了承を」得たと記されてい
る。つまり、映像から誰がメシアニック・ジューであるのかが特定されると、
彼（女）らが迫害対象になる恐れがあるため、DVDでの配布は行わない、と
いうわけなのであるが、メシアニック・ジューたちと所謂ユダヤ教徒たちの間
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に横たわる問題の奥深さを窺わせる。同時に、ユダヤ人伝道とは、生半可な心
持では取り組むことができないものなのだ、と改めて感じさせるエピソードで
もある。
　メシアニック・ジューたちの証言ビデオの中には、イエスによる直接顕現を
通してイエスをメシアとして信じるようになった、という証しが含まれている。
『シオンとの架け橋ニュースレター』第 23 号 p.3 には、ビデオ収録に協力し
てくれたメシアニック・ジューらの証言から得られるパターンが四つ列挙され
ているが、その中に、「キリスト教について『求道中』だったわけではないの
に、直接超自然的に、あるいは自分で新約聖書を読んで、イエスに出会ってい
る」というものがある。
　新約聖書を読んでキリストを信じた、というのは、福音主義者たちが配布・
奨励している聖書を読んで、と解釈することが可能であるので、福音主義者ら
によるユダヤ人伝道の枠組みの中での出来事だと考えることもできるかもしれ
ない。
　しかし、インターネット環境が整備されている昨今、新約聖書は誰にでも手
の届くところにある。メシアニック・ジューの中には、直接伝道の枠組みとは
かけ離れたところで、自ら何気なく新約聖書をよみ、それで信仰上の決断を下
した者もいることであろう。
　更に、イエスの直接顕現による＜回心＞を証言するビデオを見ると、これは、
福音主義者たちが直接介入しての伝道とはある程度分けて考えるべきなのでは
ないかと思わされる。例えば、『シオンとの架け橋ニュースレター』第 23 号
p.2 では、ベンジャミン・バーガーというメシアニック・ジューの証言を次の
ようにまとめている。
　
　ある日職場から帰って新聞を読んでいるときに、神の強い臨在が部屋の中
に訪れた。心の鍵が開けられ、心の中に愛が流れ込んできた。ヘブル語でイ
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ェシュア（イエス）という言葉が聞こえ、イエスがメシア、イスラエルの神、
救い主であるということが自分の霊において分かった。　　　　　　　　　
（強調は本小論筆者による）
　
　福音主義信仰に立つ者ならば、これは我々の祈りに神が応えられ、イエス・
キリストがユダヤ人たちに直接顕れているのだ、と信仰の枠組みで捉えること
も可能である。そうすると、＜直接顕現によるイエスへの目覚め＞という出来
事も、ある意味、福音主義者らによる伝道の＜成果＞だと言えないわけでもな
いであろうが、それでも、ベンジャミン・バーガーのような証しがある限りは、
＜福音主義者らによる熱心な伝道開始→彼らがユダヤ教徒たちと接触→熱心な
宣教→それに応える形でのユダヤ人たちによる回心＞という流れがメシアニッ
ク・ジュー増加の唯一のパターンではないのだ
4 4 4 4
ということは頭の片隅にとどめ
ておいたほうがよいのではないかと思われる。
　また、メシアニック・ジューのヨセフ・シュラムは自著『隠された宝』第 6
章で、メシアニック・ジューがどのようにハラハー（生活律法）を作っていく
かについて述べているが、その中で、異邦人教会との関係に言及しつつ、次の
ように記している。
　現在のメシアニック運動は、トーラーやユダヤ教の知識がなく、ユダヤ人
からもクリスチャンからも本物の真正なユダヤ人の運動と見てもらえないの
ではないだろうか。それに加えて、私たちの運動の存続が異邦人教会の献金
に依存している間は、私たちが偏った判断をしているという非難にさらされ
るだろう。　　　　（『隠された宝』pp.142	-	143。強調は本小論筆者による）
　ここで、＜異邦人教会＞と言っているのは、所謂キリスト者たちの教会のこ
とである。この箇所からは、メシアニック・ジューたちは、キリスト者たちの
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援助から、社会的・経済的には自立を目指しているのではないかと読み取るこ
とができる。
　更に、この箇所で見逃せないのが、トーラーやユダヤ教の知識への言及であ
る。ユダヤ人としてのアイデンティティを保ったままイエス（イェシュア）を
メシアとして受け入れるのがメシアニック・ジューたちの運動であるならば、
たとえ彼らのユダヤ性に対する考え方に幅があったとしてもそれは、そのよう
なアイデンティティを持たない所謂福音主義教会とは、聖書に対する取り組み
方をはじめ、日常生活のあり方に関しても、色合いの異なったものになるはず
であるし、実際、ヨセフ・シュラムが設立したネティブヤは、『隠された宝』
解説 pp.176	-	185 によれば、かなりユダヤ色を強く打ち出しているメシアニ
ック・コングリゲーション（メシアニック・ジューたちの＜教会＞）であるよ
うだ。
　従って、メシアニック・ジューたちと福音主義者の間には社会的にも信仰上
においても深い絆があることを認めつつも、現在のメシアニック運動は福音主
義の分派、すなわち、福音主義運動に組み込まれたユダヤ人たちの運動という
のではなく
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、むしろ、別個・独自のものであると考えるほうが実態に即してい
るのではないかと考えられる。
3. メシアニック・ジューらによる聖書へのアプローチ
　メシアニック・ジューらは、それぞれ幅はあるものの、もともとユダヤ的伝
統の中で育ち、中には正統派ユダヤ教の教育を受けてきた者もいる。そのよう
な背景を持つ彼らが聖書にアプローチする時、それは彼らに独特な、すなわち、
ユダヤ色の強いものとなる場合がある。それは、長きに渡って欧米流の聖書解
釈に慣れてきたキリスト者たちにとっては違和感を覚えるものであるかもしれ
ない。
　しかしながら、ヘブライ語で書かれた旧約聖書はもちろん、新約聖書もギリ
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シア語で書かれているとはいえ、主な登場人物はイエスを筆頭にユダヤ人がほ
とんどであるし、大部分はユダヤ人が書いた（少なくとも書いたとされる）も
のである。また、福音書が描き出す世界は、ローマ帝国の支配下にあったとは
いえ、＜ユダヤ人の＞世界である。とするならば、聖書をユダヤ的視点から読
んでいくメシアニック・ジューたちの主張に耳を傾けることは意義のあること
ではないかと思われる。本章では、『メシアニック・ジュダイズム―基礎と視点』
（以下『メシアニック・ジュダイズム』と記す）で紹介された旧約・新約聖書
の連続性ならびに並行関係と、『隠された宝』に示されたユダヤ的聖書釈義に
ついてまとめる。
3.1 旧約・新約聖書との連続性ならびに並列関係
　『メシアニック・ジュダイズム』によれば、メシアニック・ジューたちは、
旧約の時代も新約の時代も一貫して、神の愛・恵みが流れていると考えている。
実際、アブラハムも信じて
4 4 4
、神に義と認められたのであるし、エジプトで奴隷
であったイスラエルの民が解放されたのは、彼らが素晴らしい民であることに
神が応答したのではなく、神の愛
4
と、彼らの先祖たちに対する神の誓いゆえで
ある、などの記述が聖書にも見られる（それぞれ創世記 15:6、申命記 7:8 を
参照）。旧約・新約を通じて貫かれているのは神の愛・恵みだというメシアニ
ック・ジューたちの主張はあながち誤りだと言うこともできないだろう。
　すると、トーラー（律法）も、神の愛・恵みという視点で捉えなければなら
なくなるが、『メシアニック・ジュダイズム』p.75 では、この点について次の
ようにまとめられている。
　計り知れない聖なる神の愛が「獲得」され得るという考えは、トーラーとは
まったく相容れないものである。神の愛と憐れみに真に感動し、これに応えよ
うとすればこそトーラーに合致する従順の生活をするようになるのである。
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（強調は本小論筆者による）
　また、イエス・キリストによってもたらされた新しい契約は、旧約聖書（タ
ナッハ）に示された諸契約が成就されたものである（破棄ではない）、とメシ
アニック・ジューたちは考えている。すなわち、①アダム契約、②ノア契約、
③アブラハム契約、④モーセ契約、⑤ダビデ契約 10）の延長上に、イエス・キ
リストによる契約があるとするのである。
　イエスは母をマリアとしつつも、ダビデの家系に生まれ、そのダビデはイス
ラエルの王である。イスラエルは出エジプトの出来事を経て国家として発展し
たが、イスラエルの基となった人物はアブラハムであった。アブラハムは割礼
の前に信じて神と義とされた人物であるという点で、男子全員に割礼が要求さ
れるイスラエルの民だけではなく、諸国民の霊的父でもある。神はノアに洪水
では人類を滅ぼすことはしないと誓われた。そして、罪を犯してしまったアダ
ムには、人類の罪を救う者は女の子孫から生れると神は述べている。イエスが
生れたのはまさに、女であるマリアからである、というように考え、創世記の
初めからイエス・キリストに至るまで、メシアニック・ジューたちは一直線を
描くのである。
　彼らは、旧約・新約を直列的だけではなく、並列的にも捉えている。『メシ
アニック・ジュダイズム』pp.134	-	138 では、メリディス・クライン（Meredith	
Kline）の主張を引きながら、聖書旧約・新約の契約構造を軸に、その並列関
係を次のように説明している。
　旧約聖書は、モーセ五書ともトーラーとも呼ばれるもので開始される。ここ
には、アダム契約・ノア契約・アブラハム契約・モーセ契約が含まれ、聖書全
体の土台となっている。続いてヨシュア記、サムエル記、エステル記などの預
言的歴史書が収められている。ここでは、トーラーに対するイスラエルの応答
という枠組みで、同国の歴史が語られ、またダビデ契約についても記されてい
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る。詩篇などの知恵文学では、イスラエルの民の信仰が、文学・礼拝・訓戒の
形で表現されている。その後に収められた預言書では、預言者たちが、イスラ
エルにトーラーへと立ち戻るよう促し、「人が神の前で義と認められかつ、御
霊の力によって神の律法を行う能力を与えられる道」11）を探求しているのが
描かれている。更に、これら預言書では、メシアの来臨も予告されている。
　新約聖書の最初に収められているのは四つの福音書であるが、そこでの主題
はイエスによる新しい契約である。また、イエス自身が行ったトーラーの解き
明かし（メシアニック・ジューたちは、イエスはトーラーを終わらせたのでは
なく、解き明かしたのだと信じている）も福音書には収められている。この点
で、四福音書は旧約聖書でのモーセ五書（トーラー）に対応するものであると
考えられる。続く使徒言行録は、旧約聖書の歴史書に相当し、そこでは、イエ
ス契約に対する人々の応答が語られる。新約聖書には 21 の書簡が収められて
いるが、これらは旧約聖書の預言書と類似するものである。なぜならば、これ
らの書簡には、イエスの福音からずれて行く（と書簡の著者らが判断した）キ
リスト者たちへの叱責と励ましが書かれており、また、メシアの再臨に希望を
つなぐ旨もそこには記されているからである。新約聖書の最後にはメシアの再
臨を描いたヨハネによる黙示録が収録されているが、そこでは、イエス・キリ
ストの至高の主権が示されている。『メシアニック・ジュダイズム』にまとめ
られている、この旧約・新約間の並列関係を下表で示す。
旧約聖書 新約聖書
契約・律法 トーラー（モーセ五書） 四福音書
契約への応答 歴史書 使徒言行録
信徒への励ましとメシア預言 預言書 使徒らによる書簡、黙示録
　　ペテロの手紙二第 1章 21 節では、「預言は、決して人間の意志に基いて
表１
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語られたのではなく、人々が聖霊に導かれて神からの言葉を語ったものだから
です」と書かれている。『メシアニック・ジュダイズム』p.138 では、この箇
所を引用しつつ、聖書が持つ一貫性ならびに統一性に、神の霊感を見ることが
できると結論づけている。
　
3.2 ユダヤ的聖書釈義
　新約聖書四福音書では、イエス・キリストはトーラーの代わりに新しい掟を
述べているのではなく
4 4 4 4 4
、トーラーを解釈しているのだと理解するメシアニック・
ジューは少なくない 12）。キリスト教会では、ローマの信徒への手紙第 10章 4
節の「キリストは、すべて信じる者に義を得させるために、律法の終りとなら
れた」13）などの箇所を根拠に、イエス・キリストによる贖罪と共に律法（ト
ーラー）は無用になったのだ、という見解が長らく支配的であったため、多く
のキリスト者にとっては、イエス・キリストとトーラーとを積極的な方向で結
び合わせることが奇異なことに映るかもしれない。
　しかしながら、マタイによる福音書の中に収められている山上の説教の中
で、イエス・キリストは、何度も＜あなたがたも聞いているとおり、・・・と
命じられている。しかし、私は言っておく。・・・＞と繰り返しているが、こ
の表現は、『隠された宝』pp.91	-	92 によれば、ラビ文書に多く見られるもの
であるという指摘もある。もし、イエスが律法を終わらせたとするならば、な
ぜ、彼は律法の伝統に根ざすラビ文書に見られるような物言いをしたのであろ
うか。『隠された宝』はメシアニック・ジューであるヨセフ・シュラムが著し
たものであるが、以下、同著で紹介されているユダヤ的聖書解釈を参照しつつ、
ユダヤ視点からの新約聖書の読み方に触れてみたい。
　『隠された宝』では、第 1章から第 3章までを第 1部＜聖なる文書に対する
ユダヤ的解釈法＞とし、ユダヤ的聖書解釈法を紹介している。第 1章に提示
されている解釈法は、次の四つである。
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①プシャット（pshat）：文字通り解釈する
②レメズ（remez）：暗示された間接的意味を理解する
③ドラッシュ（drash）：連想される事柄を理解する
④ソッド（sod）：秘密の意味を理解する
　
　これらはまとめて、頭文字を取って PRDS（パルデス、ヘブライ語で果樹園
の意味）と呼ばれるという。続いて『隠された宝』第 2章では、イエス・キ
リストの時代に用いられていたとされる、長老ヒレルが体系化したユダヤ的
聖書解釈の主原則七つについて説明がなされている。同著によれば、ヒレルは
BC60 年からAD20 年まで生きた人物で、ガマリエル（使徒パウロの師）の祖
父であるという。同箇所で説明されている原則は次のとおりである。＜＞内の
日本語は、同章の各節題に付された日本語訳をそのままここに写している。
①カル・ヴァホメル（Kal	Vahomer）：＜軽い例と重い例、なおさら＞
②ゲゼラ・シャヴァ（G’zerah	Shavah）：＜共通表現―「同じような切り口」＞
③ビニヤン・アヴ・ミカトゥヴ・エハド（Binyan	av	mikatuv	echad）：＜
一つの聖書箇所から「群」を作り出す＞
④ビニヤン・アヴ・ミシュネイ・ケトゥヴィーム（Binyan	av	mish’nei	
ketuvim）：＜二つ以上の聖書箇所から「群」を作り出す＞
⑤クラル・ウフラト（K’lal	Uf’rat）：＜全般的なことから個々のことへ＞
⑥カヨツェイ・ボー・ミマコム・アヘル（Kayotzei	bo	mimakom	acher）：
＜他の箇所から類推すること＞
⑦ダバル・ハニルマド・メイニヤノ（Davar	ha-nilmad	me-inyano）：＜文
脈から得られる説明＞
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　また、同著第 3章ではヘケシュ（Hekkesh）という解釈法について詳述さ
れている。これは、ヒレルや 2世紀に生きたラビ・イシュマエルらが体系化
したものではないが、聖書を解釈する上で重要なものだという。ヘケシュは「二
つの石を打ち合わせる」14）という意味であるので、この解釈法はすなわち、「二
つの事柄に共通する特徴があるか、または聖書的な暗示があれば、一つのこ
とに関する律法が他のことにも適用可能だと類推する」15）というものである
という。また、第 4章は第 2部＜現代メシアニック・ジュー運動の挑戦＞に
含まれているが、そこでは「数字を使って背後にある意味を解釈する手法」16）
であるゲマトリア（gematria）について言及されている。
　これら聖書解釈に関する手法の具体例について全てここに紹介することはで
きないので、ここでは、ヘケシュのみに言及することとする。その他の手法に
ついての詳細は、『隠された宝』を参照されたい。
　
3.2.1 ヘケシュによる聖書解釈の実例
　マタイによる福音書第 5章 38 ～ 39 節には、次のように記されている。
　
　「あなたがたも聞いているとおり、『目には目を、歯には歯を』と命じられ
ている。しかし、わたしは言っておく。悪人に手向かってはならない。だれ
かがあなたの右の頬を打つなら、左の頬をも向けなさい。」
　『目には目を、歯には歯を』の記述が見られる旧約聖書の箇所は、次のとお
りである。全て、トーラー（律法）の中に見出される。
①出エジプト記第 21章 22 ～ 24 節：人々がけんかをして、妊娠している女
を打ち、流産させた場合は、もしその他の損傷がなくても、その女の主人
が要求する賠償を支払わねばならない。仲裁者の裁定に従ってそれを支払
わねばならない。もし、その他の損傷があるならば、命には命、目には目、
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歯には歯、手には手、足には足、やけどにはやけど、生傷には生傷、打ち
傷には打ち傷をもって償わねばならない。
②レビ記第 24 章 20 節：骨折には骨折を、目には目を、歯には歯をもって
人に与えたと同じ障害を受けねばならない。
③申命記第 19 章 21 節：あなたは憐れみをかけてはならない。命には命、
歯には歯、手には手、足には足を報いなければならない。
　『隠された宝』第３章では、これらのうち、出エジプト記とレビ記の記述を
取り上げ、両者の間には、法的な矛盾があると指摘している。後者は、目には
目を、歯には歯を、という箇所を文字通りのこととして提示しているが、前者は、
22 節と 23 節の記述から判断する限り、流産のみに損傷が限定される場合は、
目には目を、の原則は必ずしも文字通りだというのではなく、その裁定は仲裁
者に任され＜賠償＞という形を取ることになっている、というわけである。
　いずれにせよ、しばしばキリスト教会では、旧約聖書に書かれている＜目に
は目を＞の原則を否定して、イエスは「だれかがあなたの右の頬を打つなら、
左の頬をも向けなさい」と言ったのだ、すなわち、キリスト教とユダヤ教の教
えのベクトルは異なるものなのだという主張の根拠の一つとしてマタイによる
福音書第 5章 38 ～ 39 節を引用することがある。
　しかしながら、ユダヤの伝統の中に、文字通り＜目には目を＞の原則とは異
なる考え方がなかったわけではない。『隠された宝』第 3章では、マタイによ
る福音書第 5章 38 ～ 39 節に関わりのあるもう一つの旧約聖書の聖句として、
哀歌第 3章 30 節に言及している。すなわち、「打つ者に頬を向けよ／十分に
懲らしめを味わえ」である。これは、目には目を、の原則とは異なる方向の指
示を与えている。
　このように、いくつかの見解が示されている箇所が聖書に見られる場合、そ
れらを＜打ち合わせて＞全く新しい見方を引き出す手法がヘケシュと呼ばれる
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ものである。同著同章に示された、イエス・キリストがヘケシュを用いて導き
出したとされる見解は次のようなものである。ここでイェシュアというのはイ
エスのヘブライ呼称である。
　イェシュアは事故で損傷を負わせた場合について語っているのではない。
隣人を打つ人は相手を辱めたくてそうするのである。イェシュアは、誰かが
意図的に私たちを傷つけたり恥をかかせたりする時、悪に悪をもって応じて
はならないといっているのだ。片頬を打った人に「もう一方の頬も打たせる」
という行為には強い心が必要であり、弱い心ではできない。もし誰かが人前
で恥をかかせようという意図をもって私たちの顔を殴るなら、その悪意に屈
してはならないし、同じやり方で復讐をしてはならない。なぜなら、彼の悪
意に影響されたことを認める結果になるからだ。そうではなく、顔を殴った
人が私たちに悪影響を与えられなかったことを、示すべきなのである。顔に
さらに一撃を受けても耐えうるほど誇り高く、心の強いものであることを、
私たちは相手に示さなければならない。　　　　　　（『隠された宝』p.96）
　
　ここから、ヨセフ・シュラムが導き出すのは、イエスがこの箇所で試みたのは、
トーラ （ーここでは＜目には目を＞に関わる記述）を無効にすることではなく、
ヘケシュなどの手法を用いて、トーラーを詳細に解説すること
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
なのだ、という
ものである。
　既に言及したように、ローマの信徒への手紙第 10章 4節「キリストは、す
べて信じる者に義を得させるために、律法の終りとなられた」といった箇所を
根拠として、キリスト教会ではしばしば、律法はイエス・キリストの贖罪によ
って無効になったと理解される。同じ聖書の中に、イエス・キリスト自身の言
葉として、「わたしが来たのは律法や預言者を廃止するためだ、と思ってはな
らない。廃止するためではなく、完成するためである。はっきり言っておく。
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すべてのことが実現し、天地が消えうせるまで、律法の文字から一点一画も消
え去ることはない」（マタイによる福音書第 5章 17 節 -	18 節）という箇所が
見られるにも拘らず、である。
　しかしながら、ヨセフ・シュラムのようなメシアニック・ジューからの聖書
釈義の提案がなされるに至った今日、キリスト教会は再度、律法と新約聖書の
教えとの関わりを根本的に見直す必要に迫られているのではないかと思わされ
る。新共同訳聖書では、ローマの信徒への手紙第 10 章 4 節は、「キリストは
律法の目標であります、信じる者すべてに義をもたらすために」と訳されてお
り、＜終り＞と訳されていた＜テロス＞が＜目標＞となっているが、今後、メ
シアニック・ジューの聖書釈義が社会的認知を得るにつれ、このような訳語の
検討もまた、進んでいくのではないかと予測される。
　実際には、律法に関しては、『ユダヤ人伝道―教会への召命―』pp.56	-	59
にまとめられているように、一方では正統派・保守派ユダヤ教の伝統に則った
律法を（いくつかの例外を除いて）原則守るべきだとするメシアニック・ジュ
ーたちがおり、対極には律法は破棄されたと考える者もいるなど、メシアニッ
ク・ジューの中でもその立場は多様であるようである。このような多様性が今
後どのような方向に収斂していくのかは未だ予測がつかないが、彼らがもたら
す知見を無視して、聖書を理解することは難しくなっていくのではないかと予
想される。
　なお、パウロが律法に関して持っていた見解については、『メシアニック・
ジュダイズム』第 3章ならびに『隠された宝』第 5章に詳しく論じられている。
論の進め方や根拠となる事柄は微妙に異なるが、両著者共、パウロが教えたの
は反トーラーではないこと、パウロは律法を聖なるものであると考えていたこ
と、しかし、異邦人とユダヤ人とは召命が異なるため、異邦人をユダヤ化する
が如く、彼らにユダヤの律法を遵守することを強制してはならない、という点
では一致している。
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4. ユダヤの例祭とイエス・キリストの来臨・再臨との並行関係
　メシアニック・ジューたちは、イエスをキリストとして信じながらも、ユダ
ヤ人としてのアイデンティティを保ち、ユダヤの例祭を執り行うが、それらの
うち代表的なものは次のとおりである。
　
①過ぎ越しの祭（ペサハ）
②五旬節（シャヴオット）
③新年（ロシュ・ハシャナ）
④大贖罪日（ヨム・キプール）
⑤仮庵の祭（スコット）
　この他、毎週土曜日の安息日も、ユダヤ的色彩が強く感じられる時である。
メシアニック・ジューたちが独特なのは、これらをイエス・キリストの来臨な
らびに再臨と結びつけて解釈するという点である。『メシアニック・ジュダイ
ズム』まえがきと第 1章には、ユダヤ例祭の預言的意味が、イスラエルの救済・
イエスによる贖罪および再臨との並列関係という枠組みで、次のように説明さ
れている。
　過ぎ越しの祭は、神がイスラエルの民をエジプトから救い出したことを記念
するものであるが、過ぎ越しの際にほふられた羊は、人類救済のためにほふら
れた神の子羊、イエス・キリストを思い起こさせる。更に、エジプトからのイ
スラエル帰還は、現在世界中に散らされているユダヤ人たちのイスラエルへの
帰還と結び合わせることが可能である。
　五旬節はイスラエルの最初の収穫ならびに律法が与えられたことに関連する
祭である。新約聖書では、同祭の折に弟子たちに聖霊が注がれる模様が記され
ている。メシアニック・ジューたちは、この出来事を、エレミヤ書第 31章第
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33節（「しかし、来るべき日に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこれで
ある、と主は言われる。すなわち、わたしの律法を彼らの胸の中に授け、彼ら
の心にそれを記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる」）と結
びつけ、聖霊により律法が心に刻まれたのだと解釈する。またここから、来る
べき世における、聖霊が全世界を覆うことへの期待を導き出すことができると
する。
　新年は、ショーファーと呼ばれる角笛が吹き鳴らされる。この日は、天地創
造と関連づけて祝われている。また、ロシュ・ハシャナは神の裁きを示すのだ
とユダヤの伝統では考えられているため、これを新約聖書黙示録に記された第
七のラッパと結びつけることができるかもしれない。
　大贖罪日は文字通り悔い改めの日である。この日にはかつて大祭司は、犠牲
となるいけにえの血を、至聖所の中の、契約の箱の蓋の上に注ぎかけた。また、
身代わりの山羊が荒野に解き放たれた。これは、イエス・キリストによる贖罪
を想像させる。更に『メシアニック・ジュダイズム』では、ゼカリヤ書第 12
章第 10 節（「・・・彼らは、彼ら自らが刺し貫いた者であるわたしを見つめ、
独り子を失ったように嘆き、初子の死を悲しむように悲しむ」）に触れながら、
イエス・キリストの再臨に伴い、イスラエルに嘆きと悔い改めがもたらされる
とする。
　仮庵の祭は、かつてイスラエルの民がエジプトを出立した後、神に信頼する
ことだけを生命線としていた頃を覚え、天幕・仮庵に住むという行事である。
これは、毎年最後の収穫感謝祭でもある。この祭は、来るべき世にあって、メ
シアが支配し、神の大国が世界に樹立されることを連想させる。その後、安息
の日々が続くのだが、これを予感させるのが安息日である。このように、『メ
シアニック・ジュダイズム』に示された、ユダヤ例祭のメシアニック・ジュー
的解釈は下表のようにまとめることができよう。
　
45メシアニック・ジューに関する覚書
例祭など イスラエルの救い イエスとの関連 終末への黙示
過ぎ越しの祭 エジプトからの解放 イエス・キリストによる贖罪
離散ユダヤ人たちの
イスラエルへの帰還
五旬節 律法が授与される 聖霊により律法が心に記される 全世界を聖霊が覆う
新年 天地創造・神の裁き ヨハネによる黙示録に記された第七のラッパ
大贖罪日
いけにえの血を契約
の箱の蓋に振り掛け
る、身代わりの山羊
を放つ
イエス・キリストに
よって流された血、
イエス・キリストに
よる贖罪
イエス・キリストの
再臨に伴い、イスラ
エルに嘆きと悔い改
めがもたらされる
仮庵の祭 神に信頼することの再確認 メシアの支配
安息日 神を覚える安息の日 メシア支配の下、安息の日々が続く
　　キリスト教会では、イエス・キリストの贖罪によってユダヤ教の律法が乗
り越えられたと説くことがしばしばであるようだ。また、ユダヤ人はイエス・
キリストの下手人だというヨーロッパにおける伝統の枠組みの中で、ユダヤ人
がイエスを受け入れた際には、ユダヤ教が拠り所とする律法やそこに記されて
いる例祭から抜け出すよう強いられてきたという事実がある。その際には、ガ
ラテヤの信徒への手紙第4章第8～11節などの聖書箇所が利用されたという。
　ガラテヤの信徒への手紙の同箇所には「いろいろな日、月、時節、年などを
守っています」という字句が含まれる。これらがユダヤの例祭を指していると
いう解釈の下、パウロはユダヤの例祭からの脱却を奨励しているのだという主
張があるが、それに対する反駁は、『メシアニック・ジュダイズム』第 4章が
詳しい。その他、ユダヤ的伝統を保っているメシアニック・ジューたちに対す
る疑問に同章では答えている。
　いずれにせよ、ユダヤの例祭がイエス・キリストの来臨ならびに再臨を指し
表 2
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示したものであるとメシアニック・ジューたちが理解しているのであれば、彼
らがそのような例祭を守っていることを見て直ちに、キリスト教化が十分でな
いと判断したり、あるいは、＜真正なる＞キリスト者となるために、例祭を守
らせないよう促したり／強いたりすることのないよう、キリスト教会側が彼ら
に対する理解を深めていくべきであろうと思われる。メシアニック・ジューた
ちが例祭にこだわるのは、ユダヤの慣習に未練があるからなのではなく、例祭
の中に、イエス（イェシュア）を見ているからなのである。
　それではユダヤ人ではないキリスト者たちがユダヤ例祭にどのように関われ
ばいいのかという点については、新約聖書使徒言行録第 15 章では異邦人のユ
ダヤ化は基本的に強制されてはいないという原則に立ちながら、検討するべき
であろうとメシアニック・ジューたちは考えているようである。これは、両者
を差別するというのではなく、召命が異なれば、それぞれ従うものも異なると
いう理解に基くものである。『隠された宝』p.14 では、「モーセの律法にある
命令の多くは、神の命令としてはユダヤ人だけに関わるものである。それらの
命令は、ユダヤ人でない信者には不必要であり、ユダヤ人でない信者が守ろう
とすればしばしば有害にもなり得るものだ」と述べられている。
　とはいうものの、メシアニック・ジューのコングリゲーションがいつも異邦
人キリスト者と別個に運営されているわけではなく、ユダヤ人と非ユダヤ人か
らなる会衆が共に賛美を捧げる場合も実際に存在する。ユダヤ的要素とそうで
はないものとのバランスをどのように保てばよいのかはこれからの課題となる
であろう。
5. メシアニック・ジュー、異邦人キリスト教会、そしてユダヤ教徒たち
5.1. ダブルー・エメットについての覚書
　メシアニック・ジューたちは、ユダヤ人としてのアイデンティティを保ちつ
つ、イエスはキリストであると信じ、ユダヤ人にイエスの福音を証ししていく
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ことは自分たちの使命であると考えている。しかしながら、彼らによるユダヤ
人同胞への伝道は容易ではないようである。
　『ユダヤ人伝道―教会への召命―』pp.64	-	72 では、メシアニック・ジューや
異邦人キリスト者たちが所謂ユダヤ人たちに伝道する際に直面する＜諸問題＞
がまとめられている。それらは、①＜ダブルー・エメット＞という壁、②ユダ
ヤ人はイエスを信じないと主張する人々の存在、③反ユダヤ主義、④マルキオ
ン主義現代版（キリスト教会にしばしば見られる旧約聖書の神は怒りの神であ
るが、新約聖書の神は愛の神であるという主張）、⑤終末論とイスラエル領土問
題に対する多様な見方、であるという。全ての問題点に対する同報告書のまと
めをここで紹介することはできないため、本章では、『ユダヤ人伝道―教会への
召命―』pp.14	-	29 ならびにpp.65	-	66 に記された、＜ダブルー・エメット＞
がもたらすメシアニック・ジューたちの苦悩のみに言及する。
　＜ダブル ・ーエメット＞とは、ヘブライ語で＜真実を語れ＞という意味であり、
「ダブルー・エメット、クリスチャンとキリスト教に関するユダヤ人の声明」と
いう、（メシアニック・ジューではない）ユダヤ人たちによる文書に詳細が記さ
れている 17）。同文書にまとめられ、『ユダヤ人伝道―教会への召命―』p.14で
紹介された8つの主張は次のとおりである。
①ユダヤ人とクリスチャンは同一の神を礼拝する。
②ユダヤ人とクリスチャンは同じ書―聖書（ユダヤ人はタナハと呼び、クリ
スチャンは旧約聖書と呼ぶ）に権威を求める。
③クリスチャンはイスラエルの地はユダヤ人のものであるという主張を尊重
できる。
④ユダヤ人とクリスチャンはトーラーの倫理基準を受け入れる。
⑤ナチズムはキリスト教的所産ではない。
⑥ユダヤ人とクリスチャンの間にある、人間的に見れば和解不可能なちがい
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は、聖書で約束されているように、神が全世界を贖われる時に初めて解決
されるものである。
⑦ユダヤ人とクリスチャンの新しい関係はユダヤの慣習を弱めることにはな
らない。
⑧ユダヤ人とクリスチャンは正義と平和のために共に労しなければならない。
　＜ダブルー・エメット＞が評価されるのは、キリスト教とユダヤ教との間の
これまでの負の遺産を乗り越えて、お互いに尊重し、友好な関係を打ち立てる
方向性を示したものである、という点である。しかしながらこれが、イエス・
キリストの福音をユダヤ人に伝道する際に＜問題＞となるのは、＜ダブルー・
エメット＞が、しばしば二契約論あるいは二元論的契約論と呼ばれるものに依
拠しているからである。
　二契約論とは、ユダヤ人はトーラーとユダヤ人の伝統を通じて神を知り、キ
リスト者はイエス・キリストを通じて神を知る、というように、ユダヤ人とキ
リスト者にはそれぞれ異なった契約があるという考え方である 18）。
　二契約論は、多元主義と親和性があり、相対主義的な価値観を持つ人々には
支持されていることが想像される。また、（メシアニック・ジューでない）ユ
ダヤ人にとっては、我々は我々、彼らは彼ら、というスタンスを取ればよいの
で、＜ダブルー・エメット＞によって大きな緊張関係が強いられるということ
もないだろう。
　ところが、所謂キリスト者、ならびにメシアニック・ジューたちにとっては、
＜ダブルー・エメット＞は、深刻な神学的問題を孕んでいるという。なぜなら
ば、もし、＜ダブルー・エメット＞の立場を取るならば、例えば、ヨハネによ
る福音書第 14章第 6節の「わたしは道であり、真理であり、命である。わた
しを通らなければ、だれも父のもとに行くことができない」などの聖書箇所と
矛盾することになるからである。例外なく誰でもイエス・キリストの福音が必
49メシアニック・ジューに関する覚書
要なのだと述べる聖書に権威を置くと言っておきながら、そこから、ユダヤ人
だけを例外として排除することはキリスト者として正しい判断なのか、という
わけである 19）。
　『ユダヤ人伝道―教会への召命―』p.22 では、所謂ユダヤ教徒たちが＜ダブ
ルー・エメット＞を主張するのは一理あると述べられている。＜ダブルー・エ
メット＞が拠って立つ二契約論は基本的に、ユダヤ人がキリスト教を受け入れ
なくともよいことを主張しており、キリスト教伝道に難色を示すユダヤ人たち
が＜ダブルー・エメット＞の側に立つことはある意味筋の通ったことであると
も言える。しかしながら、キリスト者に向けては厳しいメッセージが投げかけ
られている。すなわち、メシアニック・ジューたちが納得できないのは、＜ダ
ブル ・ーエメット＞に賛同する人々がキリスト者と呼ばれる人々の中にもおり
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、
彼らが聖書の箇所とは相容れない主張をなぜ受け入れるのか理解に苦しむ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、こ
れは自己破滅的な判断ではないかというものである。
　同著 p.28 では更に、＜ダブルー・エメット＞を支持するキリスト者に対し
ては次のように訴えかけている。
　
　イエスを信じるユダヤ人は、イエスを信じる信仰を持っているために同胞
からしばしば排斥されます。彼等は教会からの理解と指示を必要としていま
す。ユダヤ人伝道に「否」ということはイエスを信じるユダヤ人信者を孤立
させることです。もしそうならば彼等はユダヤ人社会からも教会からも受け
入れられなくなるのです。
　二契約論や多元主義は、これまで人間の歴史を血塗られたものにしてきた、
宗教・思想・信条などの間の対立を悔い改め、共存できる社会を形作ろうとい
う人々により支持されていると想像できる。しかしながら、彼らがしばしば忘
れてしまうのは、彼らが二契約論なり、多元主義こそが真実の如くこだわりを
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
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示してしまう
4 4 4 4 4 4
があまり、自分たちの主義主張に与しない人々、すなわち、絶対
的真理はあるのだとする人々に対して不寛容となるということである（『ユダ
ヤ人伝道―教会への召命―』p.24）。
　相対的・多元的に物事を見ることは必要である。しかしながら、何でも絶対
に相対的だと述べるならば、それ自体言葉の矛盾であるし、もしかしたら絶対
的な真理は存在するかもしれない、という主張を退けることになってしまわな
いだろうか。一方、絶対的真理があると主張する人々は、相対主義・多元主義
が生れてきた経緯を踏まえ、時には自らの主張から距離を置き、客観的に見つ
め直す必要があるだろう。
　幸い、ユダヤ人伝道に 100 年の長きに渡り携わってきたチョーズン・ピー
プル・ミニストリーズがユダヤ人宣教師たちの体験や意見に基づいて著した『聖
書預言の回復とユダヤ人伝道』p.94 には、ユダヤ人たちに旧約聖書を用いて
イエス（イェシュア）を証しする際には、「友人関係はいつも自然であること、
決して無理強いしないこと」と書かれている。異邦人教会や、これからユダヤ
人同胞に対して伝道しようと試みるメシアニック・ジューたちは、このような
アドバイスに耳を傾け、自らの信条を強行に押し付けることは慎まなければな
らないだろう。他方、所謂ユダヤ教徒たちも、少なくともイスラエルやアメリ
カなどのような民主主義を標榜している国々では特に、たとえユダヤ人に対し
てイエス・キリストの福音が語られたとしても、伝道する自由そのものが妨げ
られないよう理解を示すべきではないだろうかと思われる。
5.2. メシアニック・ジューたちが考える＜メシアの体＞
　近年社会的認知を得始めているメシアニック・ジューたちがユダヤ性を保っ
たままイエスをメシアとして受け入れている事実から、キリスト教とユダヤ教
との真の和解が進むのではないかと期待しがちであるが、事態は単純ではなさ
そうである。
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　イエス・キリストを信じるユダヤ人と信じないユダヤ人両者の主張には今も
全く正反対のものが見られる。前節で言及したとおり、＜ダブルー・エメット
＞の立場を取るユダヤ教徒たちは、自分たちこそ真正なる神との契約に入れら
れている者であると信じている。異邦人がその契約に入るためにはイエス・キ
リストが必要であるが、自分たちには必要はないというのが彼らの主張である。
一方、メシアニック・ジューたちは、ユダヤ教徒たちには真正なるイスラエル
の民となるためには一つピースが欠けている、そのピースはイエス・キリスト
の福音であり、それを受け入れて初めて真のユダヤ人となるのだと信じている。
このような信仰は、『シオンとの架け橋ニュースレター』第 23 号 p.2 にまと
められているアビシャロム・テクレハイマノットのメシアニック・ジューとし
ての証しに見ることができる。
　エチオピアからイスラエルに帰還し、ある日ガリラヤ湖畔を歩いていると、
イエスが訪れ、「わたしはイェシュアである。あなたがイスラエルでの歩み
で見落としているパズル（のピース）である」と語られた。
（強調は本小論筆者による。（　）内表記は引用のまま）
　このように、メシアニック・ジューと所謂ユダヤ教徒たちとの間には緊張関
係が見られるのであるが、他方、異邦人キリスト教徒たちとメシアニック・ジ
ューたちの間も今後解決するべき問題が山積しているように思われる。これま
で紹介したように、彼らはユダヤ的視点から聖書にアプローチし、律法を尊重
し、また、ユダヤの例祭を守っている。更に、彼らが持つ、メシアの体に関す
る考え方も、これまで異邦人キリスト教会が描き上げてきたものとは根本的に
異なるもののようである。『メシアニック・ジュダイズム』で示された、メシ
アニック・ジューたちが考えるメシアの体のあり方について見てみよう。
　『メシアニック・ジュダイズム』第 2章は＜イスラエルの召命と新約聖書＞
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と題されており、イスラエルの歴史がイエス・キリストを指し示しているとす
る聖書解釈などから、イスラエルの民としてのメシアニック・ジューはユダヤ
人としてのアイデンティティを保ち、独自の召命を全うしなければならないと
いう結論を導き出している。『メシアニック・ジュダイズム』pp.107	 -	108 に
まとめられた、イスラエルの歴史とイエス・キリストとの対応を表に示すと次
のようになるであろう。
イスラエルの歴史（出エジプト） イエス・キリスト
モーセはエジプトのパロによる、ヘブラ
イ人男子殺害から救い出される
イエス・キリストは、ヘロデによるベツレヘ
ムおよび周辺の男子殺害から救い出される
エジプトを出立する エジプトを出立する
紅海をくぐり抜ける バプテスマのヨハネによる水のバプテスマをくぐる
荒野を 40年間さまよう 荒野で 40日間サタンの試みに遭う
モーセはシナイ山で十戒を神より授けら
れる
イエス・キリストは山上で律法について
解釈する
マナがイスラエルの民に与えられる 超自然的力で5000人にパンと魚を与える
律法（トーラー）の中にイスラエルの例
祭についての取り決めが定められる
イスラエルの例祭は、イエス・キリスト
を指している
　すなわち、イスラエルとは、偉大なる祭司イエス・キリストに代表される民
であり、又、その歴史が、イエス・キリストを指し示す民であるというわけで
あるが、これは、ホセア書第 11章第 1節の「まだ幼かったイスラエルをわた
しは愛した。／エジプトから彼を呼び出し、わが子とした」の聖句が示すとお
り、＜神の子＞が＜イスラエルの称号＞であることと一致しているとされる。
　更に、マタイによる福音書第15章第 21	-	28 節に描かれた、イスラエルの民
ではないのに娘が癒されたカナン人女性の信仰のエピソードは、神の恵みはま
表 3
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ずイスラエルに、そしてそこから諸国民に、という流れを示しているのだという。
　『メシアニック・ジュダイズム』第 2章の主張をまとめると、イスラエルは
「一つの国全体として、祭司となるべく召されて」おり 20）、よって、同じくイ
エスの福音を信じ、一つの信仰共同体の中にある者であっても、ユダヤ人と異
邦人とは、異なる召命を持っている、すなわち、「ユダヤ人はイスラエルの民
としての召命とアイデンティティーを帯びているが、異邦人はこの召命からは
自由である」となる 21）。
　異邦人はメシアニック・ジューに与えられた召命からは自由であるというこ
とは、裏返せば、異邦人キリスト者がメシアニック・ジューの祭司としての召
命に加わろうと安易に考えてはいけないのだ、というようにも解釈できる。
　このような考え方は、いわば、最初に神によって選ばれ、律法を授けられ、
また、イエス・キリストが遣わされたイスラエルを長子として、イエスに従う
群れを一つにまとめてみせるものである。これは、長らく異邦人キリスト教会
が指導的な立場を取っていた構図とは逆のものである。更にイスラエルと異邦
人との間に召命の違いがあるのだ、という考えは、かつて、家制度が存在し、
同じ子供でありながら、長子とそれ以外の子供たちの間には異なる役割を認め、
長子に特別な役割と責任が与えられていたころの人々には理解しやすいもので
あるかもしれないが、21 世紀の現在、民主主義の平等思想に慣れ親しんでい
るキリスト者の中には、受け入れに難色を示す者も少なくないかもしれない。
　また、実際 2000 年近い間、異邦人教会は独自の文化を築いてきているため、
それらをメシアニック・ジューたちの習慣・文化とどのように摺り合わせてゆ
けばよいのか、それに対する解答を見つけ出すことも容易ではないであろう。
　しかしながら、2009 年 10 月には日本で、アジア・メシアニック・フォー
ラム 2009 のような試みもなされている。これは、イスラエルでメシアニック
運動に携わっている、カルメル・アセンブリー指導者のピーター・ツカヒラ、
ネティブヤ指導者のヨセフ・シュラム、恵みの天幕指導者のエイタン・シシコ
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フの三氏を迎え、大阪と東京で行われたフォーラムである。日本にあるイスラ
エル関連ミニストリー、超教派団体、さまざまな教団・教会が協力して企画・
運営したものであるが、メシアニック・ジューの側も、彼らを支える異邦人教
会の側も内部に、そして、お互いの関係についても完全な意見の一致はないも
のの、メシアの体の一致を求めるという点では思いを一つにしていたようであ
る。フォーラムの詳細は、『シオンとの架け橋ニュースレター』第 24 号に詳
しい。また、同フォーラムで配布されたパンフレット（『アジア・メシアニック・
フォーラム 2009』）には、日本におけるイスラエル関連ミニストリーの一覧、
ならびに、ユダヤ人問題・メシアニック運動関連書籍の一覧が含まれている。
　
6. 現代イスラエル事情とメシアニック・ジュー
　前章にて言及したアジア・メシアニック・フォーラム 2009 では、メシアニ
ック・ジューならびにイスラエル関連の様々な書籍・CD・DVDが販売されたが、
その中には、Doc	Emet	Productions 製作（日本語版製作は（社）日本・イス
ラエル親善協会）のDVD『イスラエルの主張』も含まれていた。同DVDの
英語題名は The Case for Israel である。ハーバード・ロースクール教授のアラン・
ダーショヴィッツ（Alan	Dershovitz）が 2003 年に著した同名の書籍を元に、
その後カーター元アメリカ合衆国大統領の反イスラエル発言に対する反論も含
めながら製作されたのがこのDVDである。DVDの中では、現在のイスラエ
ルに対してなされるさまざまな批判に対してイスラエルの側から一つ一つ反論
が試みられている。
　『イスラエルの主張』は在イスラエルのメシアニック・ジューたちが発行す
る Israel Today 誌の日本語版『イスラエル・トゥデイ』2009 年 7 月号でも、
元イスラエル大使館チーフ・インフォーメーション・オフィサー滝川義人によ
って紹介されている。『イスラエルの主張』はDVDもその元になった著作も
メシアニック・ジュダイズムたちに関するものではない。しかしながら、この
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DVDがメシアニック運動に関わるフォーラムや雑誌で紹介されたのは、現在
のイスラエル事情が、メシアニック・ジューたちの運動と切り離すことができ
ないものであるからである。
　メシアニック・ジューたちは、イスラエル再建を聖書預言の成就と見ており、
彼らにとって約束の地であるイスラエルを愛している。ところがそのイスラエ
ルは、周囲のアラブ諸国のみならず、他の多くの国々からも非難の的となって
いる。メシアニック・ジューたちはイスラエルを溺愛しているわけではない。
しかしながら、イスラエルやユダヤ人たちに対する偏見に基づいての批判はや
めて欲しいというのが、彼らの言い分である。
　書籍の The Case for Israel は 2003 年に出版され、ニューヨークタイムズ誌
上ベストセラーとなった。ペーパーバック版出版にあたっての前書きでアラン・
ダーショヴィッツは同著を出版するに至った経緯を記している。2003 年は、
全米の大学で反イスラエル感情が高まり、イスラエル製品ボイコットのピーク
であったという。このボイコット事件については、The Case for Israel 第 30章
に詳述されているが、ボイコットの対象の中には、イスラエルからの学者たち
も含まれていたという。ハーバード大教授であるポール・ハンソンもイスラエ
ル製品ボイコットを主張する陳情書に署名したのだが、ダーショヴィッツは、
彼に対してディベートを挑んだ。しかしながら、ハンソンはディベート会場に
姿を見せず、ダーショヴィッツは一人でイスラエル近代史について聴衆である
学生たちに語ったという。
　そこで彼が学生達の注意を促したのは、イスラエルがパレスチナ分割という
形ではあるものの、パレスチナ国家建設に常に意欲を示しており、これまでに
提案された分割案にはイスラエルは同意しているのにも拘らず、パレスチナ側
は常に分割案を拒否してきたという事実である。前書きでダーショヴィッツ
が言及しているパレスチナ分割に関する諸案提出年代は、1937 年、1947 年、
2000 年から 2001 年にかけて、である。
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　1947 年の分割案は国連によるものである。2000 年から 2001 年にかけての
ものは、クリントン元アメリカ合衆国大統領の調停の下、当時のバラクイスラ
エル首相とアラファト PA議長との間でなされた協議内容を指す。同協議内容
は、『イスラエル・トゥデイ』日本語版 2009 年６月号	pp.12	-	13 で滝川義人
がまとめているものによれば、概略、イスラエルがパレスチナ側に、ガザ全域・
ウェストバンク 94	-	96%を返却、東エルサレム・旧市アラブ地区・神殿丘を
返却、パレスチナ難民の帰還を受け入れる代わりに 300 億ドルの補償をする、
というものである。この提案は、イスラエルのバラク首相（当時）の側からの
ものであるが、交渉相手のアラファト PA議長はこれを拒否し、交渉は決裂し
たという。
　1937 年は、イギリスのピール・コミッションが報告書を出し、その中でパ
レスチナ分割案を示した年である。The Case for Israel 第 6章には、同分割案
とそれに対するイスラエル・パレスチナ両者の対応が詳しく示されている。同
章 p.49 には、ピール・コミッションのパレスチナ分割案が地図で示されてい
るが、1947 年の分割案よりもイスラエルのための領土は少ないものになって
いる。しかしながら、イスラエルは同意したものの、パレスチナ側は拒否した
ため、結局パレスチナ分割は実現しなかったという。
　ピール・コミッションがパレスチナ問題について、一つの国家に二民族を共
存させるというのではなく、分割という提案をしたのは、ユダヤ人に対するイ
スラム教徒側の敵意と嫌悪が激しすぎ、一つの国家内にまとめることは不可能
だと判断したためである 22）。
　パレスチナにおける、ユダヤ人とイスラム教徒との間の対立は、1948 年イ
スラエル建国後に始まったのではないことが、The Case for Israel では詳細に論
じられている。例えば、The Case for Israel 第 5章では、1929 年にヘブロンで
起きたユダヤ人―彼らはヨーロッパからの帰還民ではなく、何世紀にも渡って
同地で暮らしてきた人々であるが―に対する迫害について言及されている。こ
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の迫害は、当時エルサレムのグランド・ムフティであったハッジ・アミン・アル・
フセイニが示した反ユダヤ主義に扇動されたものであるという。ハッジ・アミ
ン・アル・フセイニはヒトラーとも面識があり、ヨーロッパからパレスチナに
逃れてきたユダヤ人たちをポーランドに送り返すことに意欲を見せたと言われ
ている 23）。ピール・コミッションがパレスチナ分割案を提出したのは、この
ようなユダヤ人対パレスチナ人たちの対立という現実を踏まえての判断であっ
たのである。
　イスラエルを巡る歴史は長く複雑である。ダーショヴィッツの説明を聞いた
学生たちは、教授の周りに集まり、パレスチナ分割に関する経緯については知
らなかったと告白したという。そのような学生達の反応を見て、ダーショヴィ
ッツは The Case for Israel を著そうと決意したというのである。
　なお、反イスラエル発言をしたカーター元大統領は篤信のキリスト者である
と言われるが、現代中東事情を巡ってはキリスト者の間でも立場の違いが顕わ
になっているというのが実情である。メシアの体の一致という観点からも、現
代イスラエルに関わる諸問題は、目の離せない案件であると言えよう。
7.『レフト・ビハインド』とメシアニック・ジュー
　0. はじめにで言及したメシアニック・ジューが登場する『レフト・ビハイ
ンド』は 6,500 万部の売り上げを誇るベストセラーとなった。この小説をき
っかけに、メシアニック・ジューたちに対する関心も高まることが予想される。
しかしながら、同作品には、メシアニック・ジューたちにとって不利に働くと
もいえる落とし穴があることを最後に強調しておきたい。
　『レフト・ビハインド』が拠って立つ終末論は、携
けいきょ
挙（イエスを信じるキリ
スト者が天に上げられる出来事）の後
4
艱難期が訪れ、ユダヤ人たちが堰を切っ
たようにイエスの福音を受け入れるというシナリオである。これによれば、携
4
挙の前にはユダヤ人たちが皆救われるという可能性はない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ことになり、よって、
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現在ユダヤ人たちにキリストの福音を伝道する人々（メシアニック・ジュー伝
道者も含む）の労苦は携挙前には実を結ばないという結論になってしまう。『ユ
ダヤ人伝道―教会への召命―』pp.23	-	24 では、終末論の熱に押されるがゆ
えに、イスラエル支援からユダヤ人伝道を差し引いてしまわないようにという
趣旨で、次のような発言がなされている。
　
　神の救済計画におけるイスラエルの将来についての終末論的信念は重要で
す。しかし、イスラエルに対する神の将来のご計画についての考えが、至る
所で、ユダヤ人宣教に置き換わるなら、何かが間違っています。神のご計画
の中で、イスラエルの将来がどのようになっていくかということに関係なく、
ユダヤ人が救いの福音を聞くべき「時」は「今日」という日なのです。
（強調は本小論筆者による）
　栗林輝夫著『キリスト教帝国アメリカ―ブッシュの神学とネオコン、宗教右
派』では、『レフト・ビハインド』シリーズの大ヒットに言及しつつ、「ヨハネ
黙示録が証しする終末の時代がいつか必ずやってくる、そのときのためにどう
してもイスラエルという国家を存続させねばならない」24）と考えるアメリカ
の数千万の福音派クリスチャンたちがいると紹介している。
　同著では、ボストン大学ミレニアム研究センターのガーショム・ゴレンバー
グの主張に言及しつつ、このようにイスラエルを支援するアメリカ人キリスト
者たちに対して、「福音派がイスラエルを支援するのは、何もユダヤ人のため
を思ってのことではない、イスラエル国家の存続が、自分たちの信じる聖書預
言の正しさを証明するという、自分勝手な動機のためだ」25）と非難している。
　しかしながら、『レフト・ビハインド』流の終末への筋書きを支持する人々は、
実は、キリスト者たちにイスラエルでの伝道を活発化して欲しくないユダヤ人
たちには、ある意味好都合なのである。『レフト・ビハインド』に描かれてい
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るような終末論を奉ずる人々は、携挙前にユダヤ人がイエスをキリストとして
受け入れるとは信じていないが、イエス再臨の場所としてイスラエルは国家と
して保たれなければならないと確信している。彼らは、イスラエルを国家とし
ては熱心に支援するけれども、今はまだ携挙の前であり、ユダヤ人が＜回心＞
する時ではないと考えているのである。
　キリスト教会やメシアニック・ジューたちによるユダヤ人伝道は好まないが、
アメリカ合衆国からの軍事・経済的支援は希望する人々にとって、この終末論
のシナリオほどありがたいものはないではないか。しかしながら、メシアニッ
ク・ジューたちの目には、この筋書きは自らの存在や伝道の働きを無視されて
いるかのように映る。彼らにとっては、既述したように、ユダヤ人同胞に対す
る伝道は携挙の前であろうとなかろうと、あるいは、終末への道筋がどのよう
なものであろうとも、それは＜今＞なのだと信じているからである。
　『レフト・ビハインド』の商業的成功のおかげで、メシアニック・ジューた
ちに注目する人々が増えたことは、メシアニック・ジューや彼らを支える人々
にとっては朗報である。しかしながら、同作品に描かれたメシアニック・ジュ
ー像ならびに終末論だけを唯一のものであると考えながらメシアニック運動に
向き合うことは、かえってメシアニック・ジューたちを失意へと追い込むこと
になりかねない。メシアニック・ジューたちにとって『レフト・ビハインド』
の成功は両刃の剣の如くの存在であると言えるだろう。
　ユダヤ人伝道に対しては所謂ユダヤ教徒からもキリスト教会からもさまざま
な意見があるのが実情ではある。しかしながら、イエスをメシアとして受け入
れるユダヤ人が増えているのは事実である。今必要なのは、いずれの立場を取
るにせよ、メシアニック・ジューたちと彼らを取り巻く新しい運動を正確に理
解しようと試みていくことではないだろうか。このような態度は、特に、『レ
フト・ビハインド』のように社会的にも大きなインパクトを持つ作品が世に出
たばかりの時には一層求められるべきものであると考えられる。
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【注】
1）	http://www.leftbehind.com/（2008 年 9月 17 日現在）による。
2）	『レフト・ビハインド』シリーズ第 4巻『ソウル・ハーベスト』では、終わりの時に
召されるはずの 14 万 4千人のユダヤ人の一人として、デイビッド・ハシッドという
東欧出身のユダヤ人が登場する。デイビッド以外にも続々とイエスをキリストとして
受け入れるユダヤ人がベン・ユダのネット上の記事に応答し信仰を告白する。
3）	ディスペンセーション主義は、『新キリスト教辞典』pp.862	-	863 ならびに pp.915	-	
916 によれば、次のようにまとめられている。同主義は、1792 年生まれのスコット
ランド長老教会牧師エドワード・アーヴィングを初期の主張者の一人とし、後にプリ
マス・ブラザレンのジョン・ネルソン・ダービ（1800	-	1882 年）が強力に推し進め
たもので、神による救いの計画を 7つの時代（聖約期、ディスペンセーション）に分
けて説明する。すなわち、（1）無垢の時代、（2）良心の時代、（3）人間による統治の
時代、（4）約束の時代、（5）律法の時代、（6）恵みの時代、（7）御国の時代である。
恵みの時代はイエス・キリストの十字架上の死と復活で始まり、教会の携挙で終わる
ので、ディスペンセーション主義によれば、現在は恵みの時代であるということにな
る。携挙の後に千年王国が始まるが、この御国の時代にはイスラエルが回心するとい
う出来事が起こり、祭司として国々の長の役割を担うことになると考えられている。
4）	『メシアニック・ジュダイズム―基礎と視点』p.265
5）ローザンヌ世界伝道フォーラム特別報告No.60『ユダヤ人伝道―教会への召命―』p.50
6）同。
7）同。
8）同。
9）	例えば、イスラエルに帰還（アリヤー）するのを希望する離散ユダヤ人の援助、帰
還後のユダヤ人たちへの支援など。詳細はグスタフ・シェラー著『出エジプト作戦』、
スティーブンス・栄子著『平和の架け橋』などを参照。
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10）これらの契約に関する詳細は『メシアニック・ジュダイズム』pp.90	 -	100 を参照
のこと。
11）	『メシアニック・ジュダイズム』p.136
12）ただし、律法廃止の立場を取っているメシアニック・ジューもいないわけではない。
例えば、メシアニック・ジューならびにイスラエル支援で日本ではよく知られている
ハーベスト・タイム・ミニストリーズがしばしば日本に招いているアーノルド・フル
クテンバウムはメシアニック・ジューであり、旧約・新約を通じて神の恵みが流れて
いるとしながらも、律法はイエスの新しい掟に取って代わられたと考えている。フル
クテンバウムは「神の人類救済プログラム―ディスペンセーショナリズムの立場から
学ぶ」としたセミナーを 2008 年に日本で行っており、そこでは彼の律法に対する考
え方が詳細に述べられた。同セミナー内容はCDの形でハーベスト・タイム・ミニス
トリーズから販売されている（テキスト付）。
13）	口語訳聖書　日本聖書協会　1954 年改訳。新改訳は「キリストが律法を終わらせ
られたので、信じる人はみな義と認められるのです」となっている。新共同訳は「キ
リストは律法の目標であります、信じる者すべてに義をもたらすために」であり、＜
テロス＞が目標と訳されている。
14）	『隠された宝』p.89
15）	The	Babylonian	Talmud:	Glossary.	Ed.	 I.	Epstein.	 Index	Volume.	London:	
Socino	Press,	1952	p.736。	『隠された宝』p.89 に引用。
16）	『隠された宝』p.108
17）www.jcrelations.net に、DABRU	EMET	-	A	Jewish	Statement	on	Christians	And	
Christianity として掲載されている。
18）＜ダブルー・エメット＞ならびにそこに見られる二契約論的考え方、また、それに
対する反論の詳細については、『ユダヤ人伝道―教会への召命―』pp.18	-	26 を参照。
19）	その他、＜ダブルー・エメット＞と相反する聖書箇所で、『ユダヤ人伝道―教会へ
の召命―』に示されているのは、使徒言行録第 4章第 12 節、ローマの信徒への手紙
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第 10章第 12節、同第 11章第 28	-	29 節である。
20）	『メシアニック・ジュダイズム』p.106
21）同 p.165
22）	Peel Report	p.371。The Case for Israel	p.47 に引用。
23）Letter	 from	Husseini	 to	 the	Minister	 for	Foreign	Affairs	of	Hungary,	June	28,	
1943。The Case for Israel	p.41 に引用。
24）	『キリスト教帝国アメリカ―ブッシュの神学とネオコン、宗教右派』p.164
25）	同 pp.183	-	184
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